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【 軒部/中間部 】 【 棟部 】 ※ 実際の施工に際しては、施工マニュアルを参照して下さい。

ラック間アース

ドリルねじ_φ4×13

（2箇所）

◎ 不陸の調整 ◎ 段差配置

スレート

ショートラックⅣ
L=140

段差スペーサー

◎ネームプレートの取付

◎ D軒カバーの取付

◎ラック間アースの取付

オプション品

◎ D端面カバーの取付

フランジ付ナット

M8(セレート付)

ショートラックⅣ
L=140

金具位置に合わせてカットした段差ス

ペーサーを取付ける。

【 中間部 】 【 棟部 】

不陸プレートⅣ 不陸プレートⅣs

不陸プレートⅣ

不陸プレートⅣ（厚さ2㎜）

最大3枚/箇所

ES金具D軒カバーS
ドリルねじ
φ4×13D組込ボルト

M8×35

ショートラックⅣ
L=140

不陸プレートⅣs

ES金具

PV専用ビス60

(パッキン付)

アース台座

D組込ボルト
M8×35

D端面カバー

ドリルねじ
φ4×13

（2箇所）

太陽電池モジュール

スレート屋根

(棟部)

(中間部)

(軒部)

※モジュール設置前に軒カバーを取付けてください。

軒カバーとES金具をドリルねじで

固定する。

アース台座

ネームプレート

ドリルねじ_φ4×13

（2箇所）
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2022.07.04 ショートラックⅣ

施工注意点（ビス施工注意範囲）
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垂木固定の場合

【 ✕ 】

ビス施工による屋根材破損に注意して、金具を取付けてください。

 －屋根材の設置範囲－
取付位置によって屋根材破損の恐れがあります。

以下を参考に取付けてください。

野地固定の場合

金具を下図のように設置すると化粧スレートの破損につながる恐れがあります。

【 推奨 】

金具が屋根材継ぎ目の上になるよう設置してください。

ビス穴は、屋根材継ぎ目より15ｍｍ以上離してください。

スレート段差

50mm
50mm

50mm

50mm以内

スリットまたは継ぎ目

防水シート4

※スレート材が割れないように注意。

マイナスドライバー

働き長さ180mm以上

スレート継ぎ目

15以上

15以上

ビス施工注意範囲ビス施工不可範囲

15

スレート段差

スレート継ぎ目

スレート継ぎ目

スレート継ぎ目

ビス施工注意範囲

※スレート材が割れないように注意。

マイナスドライバー

※スレート材が割れないように注意。

マイナスドライバー

50

50 50

スレート継ぎ目

50 50

スレート段差

15以上

50 50

スレート継ぎ目

スレート段差

スレート段差

スレート段差

15以上

【 ✕ 】

スレート継ぎ目

50 50

ビス
ビス

ビス ビス

ビス
ビス

共通

【施工注意点（ビス施工注意範囲） 】

ショートラックⅣの取付位置がビス施工注意範囲にくる場合は、

必ず防水シート4を金具下の屋根材に挿入してください。

コーキング
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